
立憲主義と民主主義 

・政治権力を憲法で縛るという考え方を、 

立憲主義という（憲法に基づく政治）。 

→国王の横暴に歯止めをかけるために 

生まれた（英国：マグナカルタ・1215年）。 

一→民主主義社会においては多数派によ 

る民意を反映した政治権力にも歯止め 
をかけるという意味を持つ。 

民主主義vs立憲主義i 

（アクセル）（ブレーキ）　　他 

憲法とは 

●譲誌騎鶉璧して 
－　（人権） 

あくまでも人権保障が目的（近代国家共 剪ﾊ） 

さらに戦争放棄も目的とした点に 日本の立憲主義の特長がある。 鉄��

憲法第12条

この憲法が国民に保障する自由及び

権利は、国民の不断の努力によって、
これを保持しなければならない。

†

政治家、官僚、裁判官等の公務員に
憲法を守らせるために行動することを
国民に求めている。

立憲主義”民主主義“平和主義のためなら転載自由です。

憲法 　カ ��
●　　　　●ホ 

ヽbは �(izx,X��.�-h*ｲ�

憲法99条【憲法尊重擁護の義務】 

・天皇又は摂政及び国務大臣、国 

会議員、裁判官その他の公務員 
は、この憲法を尊重し擁護する 

義務を負ふ。 

本来、国民には憲法を守る義務はないi 

政治家などに守らせる責任があるだけi 
52 

日本国憲法で一番大切なものは？

「個人の尊重」

9 伊藤塾塾長弁護士　伊藤真



個人の尊重と幸福追求権

＜憲法13条＞
I　すべて国民は、個人として尊重される。

生命、‘自由及び幸福追求に対する国民の

権利については、公共の福祉に反しない
限り、立法その他の国政の上で、最大の
尊重を必要とする。

自分の幸せは自分で決める（自己決定権）。

プロセス・過程を大切にするのが憲法。

憲法13条（個人の尊重）と9条

個人を戦争の道具にさせない
一一人ひとりのかけがえのない個人の命を、国に戦争の道具と

して便わせない。

戦争は最大の人権侵害であり、環境破穣
一だから日本は戦争をしない。

外国とも共存の道を最大限に追求する
－日本の国と異なる価値観の国であってがならずもの国家‘‘と

決めつけて武力によって排除することで解決しようとしない。

正義と悪の二分論で他国を排斥するのではなく 

対話と協力による共存をめざすのが憲法9条　顔 

立憲主義・民主主義・平和主義のためなら転載自由です。

個人の尊重（個人の尊厳） 
・人は皆同じ（人として尊重）一十包摂性 

一十人間として生きる価値がある点では皆同じ 

1人1人の個人の幸せために国があるのであり、 �56 

国のために個人があるのではない。 

。人は皆違う（個として専重）→多様性 

→人と違うことはすぼらしい　　階 

繋繋　幣共生l ���(������

「安保法制違憲訴訟」の意義は

なんでしょうか？

集団的自衛権とは
「自国と密接な関係にある外国に対する武力

攻撃を，自国が直接攻撃されていないにもかか
わらず実力をもって阻止する権利」であり、憲
法上行使は認めらない。

（1981年5月29日，政府答弁）

（2014．7．1閣議決定による解釈変更）「他国に
対する武力攻撃が発生し、これにより我が国の
存立が脅かされ、国民の生命、自由及び幸福
追求の権利が根底から覆される明白な危険が
ある」ときには武力行使できる。

自衛の措置として海外での武力行使容認
ときの政府が
総合的に判断0

伊藤塾塾長弁護士伊藤　責



全国での安保法制違憲訴訟

何が主に問題なのか

①集団的自衛権行使←海外での武力行使を認める。

②後方支援、協力支援

③pKO武器使用

④武器等防護

何を求めるのか
一国家賠償、自衛隊の活動の差止め

どんな権利の侵害を訴えるのか
－平和的生存権、人格権、憲法改正・決定権

63

安保法制違憲訴訟～全国の状況
提訴状況
一計21地域　24裁判

・東京（国賠3次、差止）、福島（3次）、高知、大阪（2次）、長崎

（2次）、岡山（2次）、埼玉（3次）、長野（2次）、東京“女の会（
2次）、補奈川（2次）、広島（2次）、福岡（国賠3次、差止2次）

、東部（2次）、山口（2次）、大分（2次）、北海道・札幌（2次）
、宮崎（2次）、群馬、北海道・釧路、鹿児き、沖縄、山梨
※提噺順

接訴人敏
一原告：7203名、代埋人：1607名

今後の提訴予定
一愛知ほか

東京の裁判状況

立憲主義・民主主義“平和主義のためなら転載自由です。 11

訴訟の意義
立憲主義と平和主義を護る闘い
一政権によるあからさまな憲法破壊を許さない。

・憲法価値（立憲主義・平和主蓉“民主主義）を司法のルート

を通じて、市民が主体的に行動して優る。
・政治龍門の暴走を止める役割を司法に果たさせる。

具体的な被害の救済
・平和を望む市民“親、戦争被害者、自衛官の家族、被爆者、

基地周辺住民、原発技術者、平和活動家、ジャーナリスト、
交通運輸労働者等、宗教者、教育関係者他

市民運動との連携
一選挙における「立憲勢力」の共闘との連帯

ー憲法9条改悪を許さない。

安倍首相のメッセージ（5，3）と

自民党のめざすところ

伊藤塾塾長弁護士　伊藤費



国家中心主義による壊憲

2012年－→自民党改憲案

2013年→秘密保護法の強行採決

2014年→集団的自衛権行使容認の閣議決定

2015年一→戦争法の強行採決

2016年－→盗聴法拡大（刑事訴訟法の改正）

2017年→共謀罪の強行採決
嘘で塗り固めた
酷い答弁と国会

2020年→自衛隊を明記した新憲法施行をめざす

67

安倍〃自民党9条改憲案

＜9条の2＞

Il項前条の規定は、我が国を防衛するための

必要最小限度の実力組織として自衛隊を設け
ることを妨げるものと解釈してはならない。

I2項　内閣総理大臣は、内閣を代表して自衛隊

の最高の指揮監督権を有し、自衛隊は、その
行動について国会の承認その他の民主的統
制に服する。

自衛隊が一度規定されると、我が国を「防衛するための
必要最小限度」という暖味な要件が無制限に拡大解釈さ
れる危険性がおる。
－9条2項の例外として規定されるので、9条2項は空文化する。

－どこの国も防衛のため必要最小限度なのであり、普通の軍隊。

－我が国の防衛には必要ということで無限定の集団的自衛権の

行使も認められるようになる。

国民投票による初めての憲法上の国家機関が自衛隊と
なることによって、強い民主的正統性が与えられる。
－活動範囲の拡張、防衛費の増加、軍需産業の育成、武器輸出

の推進、自衛官募集の強化、国防意識の教育現埠での強制、
学問技術の協力要請等、高度国防国家へと進むことになる。

「国防」が憲法上、新たな「人権制約の根拠」になる。

「国防」の名目で自由が抑圧される国へ。

立憲主義・民主主義”平和主義のためなら転載自由です。

5，3安倍メッセージ

「『自衛隊が違憲かもしれない』などの

議論が生まれる余地をなくすべきである
と考えます。」

この改憲は必要で正当なのでしょうか。

後法は前法を破る

ローマ法以来の法原則

後法（新法）優先の原則のこと。

法令の制定“改廃の場合には、新たな法律“

条文と抵触する規定は削除されるか改正さ
れるのが一般だが、それが残された場合でも
後法が優先される。

9条が残されていても、追加された「9条の2」

が優先され、9条に反することも許されること

になる。9条が書き換えられたのと同じ。

自衛隊憲法明記によって変わること

「9条は一切手を付けていないので、何もかわり

ません」という嘘に惑わされてはいけない。

この国の形が大きく変わってしまう。
－（1）“自衛隊”という名称の軍隊を持った普通の国に

なり、9条2項が削除されたのと同じことになる。
－（2）国民に認められたことを理由に、自衛隊や国防

が国民生活のあらゆる場面で前面に出てくる。
－（3）“国防”という名目であらゆる人権が制約される。

－→徴兵制・徴用が可能となる。

苦役からの自由（憲法18条）の制限が可能となるため

伊藤塾塾長弁護士　伊藤真



安保法（戦争法）の違憲の疑いもなくして、世界で自由に
自衛隊を実質的な軍隊として使いたいというのが本音。

2015安保法以後の、海外で「人を殺し、殺される」自衛隊

を明記して9条2項を空文化することになる。

憲法の非暴力平和主義の理想を捨て去ってしまっていい
のか。

自衛隊明記の後についての想像力が必要。

9条お試し改憲ではなく、実質全面廃止

自衛隊という名の「軍隊」を持つことになる

災害救助で頑張っている自衛隊がかわいそう
という感情論に流されてはならない。　73

どんな国をめざすべきなのか
～私たち自身が何をめざすか～

＜めざしてきた日本の形＞　→　＜こんな国にしたいのか＞

自由にものが言える国→
弱い立場の人も真心できる国→

多犠牲を醒めあえる国→
9条を活かし、職争できない田→

外交力で信頼関係を構築する田→

独立主柵国家→
一人ひとりを大切にする国→

法の論理－→
法でコントロールする田

上1
法の支配　－→

萎縮してしまう田
強者が優超される因
果嬉・具論を排除する国
戦争しに行く国
章事的抑止力で押さえ込む田
究極の対米徒長国家
国家を第一に考える国

力・緋輪の動電
力・排除で押し通す国

士L
人の支配　　　　　75

マルチン“ニーメラー牧師の告白

はじめにやつら（ナチス）は共産主義者に襲いか
かったが、私は共産主義者ではなかったから声を
あげなかった。

そして、やつらは社会主義者と労働組合員に襲い
かかったが、私はそのどちらでもなかったから声を

あげなかった。
つきにやつらはユダヤ人に襲いかかったが、私は

ユダヤ人ではなかったから声をあげなかった。

そして、やつらが私に襲いかかったとき、私のた
めに声をあげてくれる人はもう誰もいなかった。

77

立憲主義“民主主義”平和主義のためなら転載自由です。

私たちのなすべきこと

今、私たちに必要なこと

・この国をどんな国にしたいのか、私たち

自身が覚悟を決めること。
一国は与えられるものでなく、私たちが創り上

げるもの。

・熱気に流されない冷静さを保つこと。

・憲法を知り、自立した市民として、それぞ

れが主体的に行動すること。

・おかしいことには、おかしいと気づいた者

から声をあげること。

サイレント〃マジョリティー

どこかの国の大統領が言っていた

声を上げない者たちは

賛成していると〇°“〃

選べることが大事なんだ

人に任せるな

行動しなければ

Noと伝わらない

植坂46

秋元康　作詞
78

伊藤塾塾長　弁護士　伊藤　真



立憲主義・民主主義“平和主義のためなら転載自由です。

最後に

1明日の日本は今日の私たちが創る。
－＋今を変えれば未来を変えられる。

憲法の理想に現実を近づけることこそ必要。

2　今を生きる者としての責任を果たす。
→憲法を知ってしまった者として今できることを。

市民として主体的に行動する。

3　Festina Lente（ゆっくりいそげ）

慌てず、焦らず、諦めず、
一歩一歩が大切。

伊藤塾塾長弁護士　伊藤　具



安保法制は違憲だ！原告ら49人の生々しい体験

私たちは戦争を許さない
ー安保法制の憲法選局を訴える

安原法制違憲訴訟の全　編

四六判“並製カバー208頁　　　本体1300円＋税

安保法制の違憲を訴えて，いま多くの市民が立ち上がっている．

戦争体験，将来への憂い，安保法制批判の声を集めた闘いの記録．
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現産直こしている裁判は、この「安保法制」iこよって私たちが受

けている被害を訴えています。戦争しないと謳った憲法の下で暮ら

していたことの幸せはなかなか気ゴかないものです。でも、どうで

しょう、この本の中で語る原告の方たちの語は。・・・一一・歴史は、あと

から見れば毅然（せつせん）と残る軌跡ですが、その時代その時

代には、ひとり一人がささ波を起こし、ときに化学反応を起こしなが

ら作っていくものです。私たちは、その一人なのです。……一年観こ

歴史を作りましょう。（「あとがき」よの

＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊

日本が戦争をしないと決めたことで、この孤児の苦しみは私たち

で終わると思っていました。ところが、憲法九条庵邑反して、また戦

争をする国になる法律が作られてしまいました。……この新しい安

保法が作られ、私は自分の身が引き裂かれそうな思いです。（戦争

体験者・金田マリ子さん）

＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊

戦争は、殺し殺されるものです。……息子が、専守防衛を超えて、

海外で殺し殺される場に立つことを想像すると、胸は潰れ、こころは

乱れます。（自衛官の父・宮山正樹さん）

＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊

集団的自衛権の行使容認を政府が決めてから、日本の船舶が安

全ということは全くなくなりました。……むしろ日本が攻強対象とし

て扱われる事態になっており、海運業界を初めとする運送に関わる

業界にその影響がもろに出てくるのではないかと非常に恐れてい

ます。（元船員・本望隆司さん）
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まえがさ　寺井一弘・伊藤真（共同代表“弁護D

第1事　安閑雲脚　いま何が起きているのか

1戦争犯罪への加担　「知る権利」が危機に　　志薬玲（戦場ジャーナリスト）

2　中東からの信頼を破壊

3　民間機も標的に

4　脅かされる空の安全

5　後方支援で生じる船舶の危険

6　ジャーナリズムの危機が人生変えた

7‘街頭に立つ自館の父

8　横須賀基地と原子力空母

9　宣教師の活動にもリスク

岡本遵思（パレスチナの子どもの里親運動）

山口宏弥（元国際線機長）

斎藤晃（元自衛官）

本望隆司（元船員）

飯田能生（元NHK記者）

富山正樹（自練の父）

新倉裕史（基地周辺住民）

安海和宣（宗教者）

10　安保法制は沖縄県民の生活と安全を脅カサ！　下地聡子（弁護士）

11ナガサキ　語り部として　　　　　　　　　　吉崎幸惣（被爆者）

12　憲法九条は写真家としての私の背骨　　　　　大石芳野（写真家）

第Ⅱ革　戦争体験と平和への祈り

1孤児の苦しみ繰り返すな　　　　　金田マリ子（戦争体験者）

2　東京大空製の記憶　　　　　　　　河合節子（戦争体験者〉

3　被爆者を踏みにじる安保法制　　　田中燻巳（綬藤吉）

4　平和教育研究者の苦悩　　　　　　堀尾輝久（教育学者）

5　「愛国少年」を作る政治を許すな　彦坂誠（作家）

6　父を苦しめた戦争体験　　　　　　高橋俊敬（診療所事務長）

7　幸せを根こそぎ奪い去られ　　　　渡逸紘子（戦争僻験者）

8　連なり歩く被爆者の列　誰一人まともに生きてなかった　　牟田満子（被爆者）

9　過ちは繰り返さない

10　地獄絵図の戦場

11憲兵だった父の選言

12　日民政態草案の地盤固めか

13　被爆三世の立場から

14　戦争は経験したくありません

第Ⅲ華　脅かされる平和と市民生活
1若者も感じる現実的不安

2　原発が攻堕されたら

3　貨物列車の運行にも危険

4　爆音板書と墜落の心配

5　戦争社会は隣がい者を疎む

服部道子（被爆者）

猪熊得郎（シベリア抑留者）

倉橋綾子（戦争被害者家族）

横田幸子（戦争体験者）

太田久美子（弁護士）

松本悠梨花（大学生）

荒邑歩（高校生）

小倉志郎（元原発技術者）

橋本次男（鉄道運転士）

山村充夫（元鉄道運転D

原かほる（地方公務員）

6　もうこの国に住めなくなるかもしれない　　　裡善愛（ピアニスト）

7　子どもたちを守りたい　　　　　　辻仁美（ママの会）

8　元レンジャー隊員、安保法制への怒り！　　　井筒高雄（元自衛官）

9　元海上自衛隊員から見た安保法制　西川末則（元自衛官）

10　隊員たちの命は安倍政権の都合の良いオモチヤではない　末延隆成（元自衛官）

ll　戦争は女性を否定する　　　　　　角田由紀子（弁護士）

12　性暴力のない世界を　　　　　　　商亜鉛代（元那続市議会議員）

窮Ⅳ章　私たちは訴え続ける

1立怒主義を守りたい　　　　　　　菱山南帆子（福祉鱈没職員）

2「慰安婦」舷を許さない　　　　池田恵理子（元NHKディレクター）

3　キリスト者として声を上げる　　　平沢功（宗教者）

4　女たちの避瞭訴訟　　　　　　　　中野麻美（弁護士）

5　安保法制遵態訴訟に関わる態法研究者の思い　飯島滋明（態法学者）

6　態法教育者の苦悩　　　　　　　志的陽子（惑法学者）

7　教科職制の否定に抗議　　　　　俵義文（戦争憫隣都

8　原告として、弁護士の命をかけた闘い　吉岡康祐（弁護士）

9　平和的生存権の意義　　　　　　　石村蕾治（戦争体験者）

10　安緒流改態は危険な目くらまし　　脇正太郎（ジャーナリスト）

11安保法制の違憲性と立憲主義の破壊　福田護（弁護士）

解説　安保法制避接訴訟と原告らの樽かれた立場について法的な視点から　青井耕（学習院大学大朝院教授）

あとがき　杉浦ひとみ（事務局長・弁護士）


